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は じめ に

知 床 半 島 は 、 原 生 的 な 自然 環 境 が 比 較 的 良 く保

存 され た 日本 国 内 で は 数 少 な い地 域 の 一 つ で あ る

(大 泰 司 ・中川 、1988)。 しか しな が ら、 近 年 、

本 地 域 にお い て も河 川 環 境 の 人 為 的 な改 変 が 急 速

に進 行 しつ つ あ り、 魚 類 を始 め とす る水 生 生 物 へ

の 悪 影 響 が顕 在 化 しつ つ あ る(下 田 ら、1993)。

知 床 半 島 の河 川 で は、 こ れ まで に も比 較 的多 くの

魚 類 調 査 が 行 わ れ て きて い る(小 宮 山 、1981;

小 宮 山 、1982;小 宮 山 ・高 橋 、1988;北 野 ・中野 、

1991)。 しか しな が ら、 こ れ らの 多 くは 魚 類 相

の記 載 を主 な 目 的 と した 定 性 的 な調 査 で あ り、 エ

レク トリ ッ ク フ ィ ッシ ャー な ど を用 い た 生 息 密 度

の 推 定 は 下 田 ら(1993)以 外 に は 全 く行 わ れ て

い ない 。 今 回 、 知 床 半 島西 岸(斜 里 町 内)の 河 川

生 態 系 の 現 状 と維持 機 構 を 明 らか にす る こ とを 目

的 と した 総 合 研 究 の 一 環 と し て 、 オ シ ョ ロ コ マ
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脚50μ 個 体 群 の現 状 に関 す る調 査 を行 い 、 一 定 の

知 見 を得 た の で 以 下 に報 告 す る。 なお 、本 研 究 は

斜 里 町 平 成11年 度 委 託 調 査 事 業 「知 床 半 島 に お け

る野 生 生 物 の 生 態 とそ の 自然 教 育 へ の 活 用 に 関 す

る研 究 」 の一 環 と して 行 わ れ た もの で あ る 。

材 料 と方 法

調 査 は 、1999年8月3-5日 お よ び25-29日 に 知 床

半 島 西 岸 の12河 川(表1)で 、 ま た10月26.28日

に は こ れ ら の 内 の6河 川(表2)で 行 っ た(Fig .

1,2)。 各 調 査 河 川 に 流 程 約50mの 調 査 区 を 設 け 、

エ レ ク ト リ ッ ク フ ィ ッ シ ヤ ー(Modell2
,Smith一

ROOT-INC.)と タ モ 網 お よ び追 い 込 み 網(目 合

5mm)を 用 い た3パ ス 除去 法(DeLury ,1951)に

よる魚類 の個体 数 推 定 を行 った。 採 捕 した魚 類 は 、

各 パ ス お よ び魚 種 ご と に個 体 数 を記 録 し、 尾 叉 長

を測 定 した 。 採 捕 した 魚 類 は す べ て調 査 終 了 後 捕

獲 地 点 に再 放 流 し た 。 個 体 数 の 推 定 に はCapture

Program(Whiteetal.,1982)を 用 い た。 た だ し、

オ シ ョロ コ マ の 個 体 数 推 定 に 当 た って は、 当歳 魚

と考 え ら れ る 尾 叉 長6cm以 下 の個 体(Ishigaki ,

1984)は 計 算 か ら除外 した 。 一 方 、 サ ク ラマ ス に

つ いて は 当歳 魚 を含 め て個 体 数推 定 計算 を行 った
。

ま た 、 各 調 査 区 間 の物 理 的 環 境 因 子 と して 水 温 、

川 幅 お よび水 深 を計 測 し、 下 流 端 で 流 量 を推 定 し

た(USGeologicalSurveyMidSection法;Orth ,

1983:表1、2)。8月 の 河 川 水 温 は 、 オ チ カバ ケ

川 で23℃ と著 し く高 か っ た の に対 し、 チ ャ ラ ッセ

ナ イ川 お よび イ ダシ ュベ ツ川 で は水 温 が特 に低 く、

約11-12℃ で あ っ た 。 一一方 、10月 に は 各 河 川 の 水

温 は 低 下 して お り、8月 に 高 水 温 が 確 認 さ れ た オ

チ カ バ ケ川 で7℃ 、 テ ッパ ンベ ツ 川 、 ル シ ャ 川 、

幌 別 川 、 チ ャ ラ ッセ ナ イ川 お よび ヌ カマ ップ 川 で

は 約5-10℃ で あ った 。

結 果

今 回 の 調 査 で は 、 オ シ ョロ コマ お よび サ ク ラマ

スの サ ケ 科 魚 類2種 の み が採 捕 され た(表1 、2)。

オ シ ョロ コマ は オ シパ オ マ ブ 川 を除 くす べ て の 調

査 河 川 で確 認 され た 。 こ れ らの う ち、 オ チ カバ ケ

川 、 金 山川 お よび オ ン ネベ ッ 川 で は個 体 数 密 度 が

5・5個体/100m2以 下 と低 か っ た の に対 し、 そ の 他
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1.TepPanbetsuStream

2.RushaStream

3.ldashubetsuStream

4.HorobetsuStream

5.FunbeStream

6.OshokomanaiStream

7.CharassenaiStream

8.OnnebetsuStream

9.KanayamaStream

10.OshipaomabuStream

(OshamapPuStream》

11.OchikabakeStream

12.NukamapPuStream

Fig.1Mapsshowing12studystreamsintheShiretokoPeninsula,Hokkaido.

Fig.2Mapssh・wingeachstudysiteinthe12studystreamsintheShiret・k・Peninsula・Hokkaido・
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表 一1.知 床 半 島12河 川 の 各 調 査 区 間 に お け る1999年8月 調 査 時 の 河 川 物 理 環 境 と オ シ ョ ロ コ マ お よ び サ ク ラ

マ ス の 生 息 密 度 。

Tablel.DensityofDollyVardenandmasusalmonandstreamhabitatvariablesateachstudysiteof12

streamsinAugust,1999.

Streams Temperature

(℃)

Streamwidth

(m)

Streamdepth

(cm)

Streamdischarge

(m3/sec.)

DensityofDolly

Varden(no./100m2)

Densityofmasu

salmon(no./100m2)
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na:Thedatenotavailableduetothelowpopulationdensityandtheestimationcouldnotbemade.np:The

speclesnotpresent.
*DollyVardenwerefoundinupstreamreachesofthestudysite .

表 一2.知 床 半 島6河 川 の 各 調 査 区 間 に お け る1999年10月 調 査 時 の 河 川 物 理 環 境 と オ シ ョ ロ コ マ お よ び サ ク

ラ マ ス の 生 息 密 度 。

Table2.DensityofDollyVardenandmasusalmonandstreamhabitatvariablesateachstudy・siteof6

streamsinOctoberl999. ,

Streams Temperature

(℃)

Streamwidth

(m)

Streamdepth

(cm)

Streamdischarge

(m3/sec.)

DensityofDolly

Varden(no,/100m2)

Densityofmasu

salmon(no./100m2)

TepPanbetsu

Rusha

Horobetsu

Charassenai

Ochikabake

Nukamappu

8.2

9.4

7.6

7.9

7.0

5.2

7.7

13.0

4.2

3.5

5.0

4.9

29.2

31.3

40.6

25.1

38.7

41.2

1.13

1.14

0.93

0.45

0.85

0.46

13.2

14.4

28.2

25.4

np*

19.8

50.9

0.6

na

np

np

np

na:Thedatenotavailableduetothelowpopulationdensityandtheestimationcouldnotbemade.np:The

speclesnotpresent.

*DollyVardenwerefoundinupstreamreachesofthestudysite
.
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の河 川 で は13個 体/100m2以 上 で あ っ た。 中 で も、

ル シ ャ川 、 幌 別 川 、 ヌ カ マ ッ プ川 、 チ ャ ラ ッセ ナ

イ川 お よび イ ダ シ ュベ ツ 川 で は、 オ シ ョロ コマ の

生 息 密 度(8月)は30個 体/100m2以 上 で あ っ た。

オ チ カバ ケ 川 の 調 査 区 で は8月 お よ び10月 と も に

オ シ ョロ コマ の生 息 を確 認 で きなか っ た。 た だ し、

調 査 区 か ら約200-700m上 流 で 、8月 の 調 査 時 に

8個 体 、10月 に は28個 体 が 採 捕 さ れ た 。8月 お

よ び10月 の 両 調 査 時 にお い て 、尾 叉 長6cm以 下

の 当歳 魚 を含 め た オ シ ョ ロ コマ の 平 均 体 サ イズ は

オ チ カ バ ケ 川 と金 山 川 で他 の 河 川 の もの よ りも大

きか っ た 。 これ に対 し、 チ ャ ラ ッセ ナ イ川 と イ ダ

シ ュ ベ ツ川 で は比 較 的小 さか った(Fig.3,4)。8

月 調 査 時 に は 、 当 歳 魚 と考 え られ る尾 叉 長6cm

以 下 の個 体 が 、 オ チ カ バ ケ 川 、 金 山 川 、 オ ン ネベ

ッ 川 お よび オ シ ョ コマ ナ イ川 を除 くすべ て の 河 川

で 採 捕 さ れ た 。 一 方 、 オ チ カ バ ケ 川 で は 尾 叉 長

20cm以 上 の 大 型 の 個 体 が 占 め る割 合 が 他 の 河 川

と比 較 して 著 し く高 か っ た 。

サ ク ラマ ス は テ ッパ ンベ ツ川 、 ル シ ャ川 お よ び

幌 別 川 に お い て の み 確 認 され た(Fig.3,4)。

8月 お よ び10月 の い ず れ の調 査 時 に お い て も、 テ

ッパ ンベ ッ川 のサ ク ラマ スの 生 息 密 度 が50個 体/

100m・ 以 上 と非 常 に高 か っ た の に 対 し、 ル シ ャ川

お よ び幌 別 川 で は 各 調 査 時 に計4お よび5個 体 の

み が 採 捕 さ れ た 。 ま た、 こ れ らい ず れ の 河 川 に お

い て もサ ク ラ マ ス の 尾 叉 長 分 布 は オ シ ョロ コ マ と

比 較 して単 純 で あ った(Fig.5)。

考 察

今 回 の調 査 で は 、 オ シ ョロ コマ お よ びサ クラ マ ス

の サ ケ 科 魚 類2種 の み が 採 捕 さ れ た 。 下 田 ら

(1993)が1991年 の 調 査 時 に 金 山 川 お よび オ チ

カバ ケ 川 に お い て報 告 して い る ミ ミズハ ゼ 、 ウキ

ゴ リ、 エ ゾ ハ ナ カ ジ カ お よび カ ン キ ョウ カ ジ カは

いず れ の 河 川 にお い て も確 認 で き なか っ た 。 た だ

し、 下 田 ら(1993)は 、主 に砂 防(も し くは 治 山)

ダ ム の 設 置 が 魚 類 群 集 に 及 ぼ す 影 響 の把 握 を 目的

と した た め 、 河 川 最 下 流 に も調 査 区 を設 定 して い

る 。 これ に対 し、今 回 の 調 査 はす べ て砂 防 ダ ム上

流 の調 査 区 で 行 わ れ た もの で あ り、両 調 査 結 果 の

単 純 な 比 較 は困 難 で あ る 。

個 体 数 推 定 の結 果 、 オ シパ オマ ブ 川 、 オチ カバ

ケ 川 、 金 山 川 お よび オ ン ネベ ツ川 に お け る オ シ ョ

ロ コ マ の 生 息 密 度 は 、他 の 調 査 河 川 と比 較 して き

わ め て低 い こ とが 明 らか とな った 。 さ らに 、 同 河

川 で は8月 の 調 査 時 に 当 歳 魚 が 全 く採 捕 され な か

っ た こ とか ら、 新 規 加 入 が 阻 害 され て い る もの と

考 え られ た 。 金 山川 で は 、 オ シ ョロ コマ の 生息 密

度 は2.8個 体/100m2と 著 し く低 か っ た が 、 こ れ

は1991年 の調 査 時(2.7個 体/100m・)と ほ ぼ 同様

で あ る(下 田 ら、1993)。 下 田 ら(1993)は 、

治 山 ダ ム の 設 置 に伴 う土 砂 堆 積 お よ び遊 漁 に よ る

高 い漁 獲 圧 が この 低 密 度 の 要 因 で あ る と推 測 して

い る。 また 、 低 い 生 息 密 度 が確 認 され た オ シパ オ

マ ブ川 、 オ チ カバ ケ川 、 オ ン ネベ ッ川 に は 、 魚 道

の な い 治 山 ダ ムが 複 数 設 置 され て お り、 これ らの

河 川 で は 、 個 体 群 の著 しい 分 断 化 が 進 ん で い る 可

能 性 が 考 え られ る。 こ の こ とは 、 治 山 ダ ム の 設 置

さ れ て い な 幌 別 川 に お い て 、 オ シ ョロ コ マ の 高 い

生 息 密 度 が 確 認 され た こ とか ら も示 唆 され る。

オ チ カバ ケ 川 の調 査 区 間 内 で は、 オ シ ョロ コマ

の 生 息 が 確 認 され な か っ た 。 下 田 ら(1993)は

1991年 に 、 本 研 究 と 同 じオ チ カ バ ケ 川 の 調 査 区

に お い て3個 体/100m2の 非 常 に低 い 生 息 密 度 を

報 告 して い るが 、本 調 査 で さ ら な る個 体 数 の 減 少

が認 め られ た。 今 回 の8月 の 調 査 時 に は 同 区 間の

水 温 は23℃ で あ っ た が 、 こ れ は オ シ ョ ロ コマ の生

存 可 能 水 温 の 上 限 で あ る18℃ を は る か に越 え て お

り(北 野 ら 、1995;Takamietal.,1997参 照)、

夏 季 の 高 水 温 が 主 な 要 因 で あ る こ とは 明 らか で あ

る 。 この 高 水 温 の 原 因 と して は 、 治 山 ダ ムの 建 設

に伴 う河 道 の拡 幅 と河 畔 林 の伐 採 に よ っ て、 河 川

水 面 へ の 直 達 日射 が 著 し く増 大 した こ とが 考 え ら

れ る。 こ れ に対 し、 調 査 区 お よび そ の 上 流 域 で の

河 畔 林 の被 覆 度 が 大 き く特 に水 温 が 低 か っ た チ ャ

ラ ッセ ナ イ 川 お よび イ ダ シ ュ ベ ッ川 で は 、 オ シ ョ

ロ コマ の生 息 密 度 が 高 か っ た 。 テ ッパ ンベ ツ 川 お

よ び ル シ ャ川 で は 、8月 調 査 時 にお け る オ シ ョ ロ

コ マ の 生 息 密 度 が そ れ ぞ れ20個 体/100m2お よび

31個 体/100m2と か な り高 く、 こ れ ら は、1991年

の 調 査 時 とほ ぼ 同 様 で あ っ た(下 田 ら、1993)。

こ れ らの 河 川 が 金 山川 お よび オチ カバ ケ 川 と比 較

して遊 漁 者 に よ る ア ク セ ス が 困 難 で あ る こ と、 治

山 ダ ム な どの 河 川 工 作 物 が ほ と ん ど設 置 され て い

な い こ と も、 比 較 的 良好 な 個 体 群 が 維 持 され て い

る 要 因 で あ る と考 え られ る 。
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今回の調査では、サクラマスはテッパ ンベツ川

においてのみ高い生息密度が確認されたが、これ

は同年の初夏に行われた稚魚放流の結果であろう

(山中正実、私信)。 しか しながら、これ らサク

ラマス幼魚は8月 から10月 にかけてほとんど成長

しておらず、高密度放流による密度効果の影響が

考えられた。

オショロコマは年間を通 じて知床半島全域に広

く分布する唯一の淡水魚であ り、中型ほ乳類およ

び大型猛禽類の重要な餌資源となっている可能性

がある(大 泰司 ・中川、1988)。 また、オシ ョ

ロコマは、その捕食圧によって餌生物である水生

昆虫群集の動態に作用 し、さらには低次の藻類群

集に影響を及ぼすことで、河川食物網において重

要 な役割 を果 た している ことが知 られている

(Nakanoetal.,1999)。 よって、本種個体群の

激減や地域的絶滅は、河川および流域の生態系に

多大な波及効果を及ぼすもの と予測 される。さら

に、知床半島は降海型オシ ョロコマの世界の分

布南限にあた り、学術上にも貴重な地域個体群で

ある。今回の調査によって、知床半島の河川では

治山ダムの建設やそれに伴 う河畔林の伐採などと

いった人間活動が、本種の生息環境に深刻な影響

を与えつつあることが再確認 された。知床半島の

自然環境の保全 と管理を行 うにあた り、人為的撹

乱が生態系に及ぼす影響に焦点 を当てた研究を進

めるとともに、早急な対応策が望まれる。
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PresentconditionofDollyVardenandmasusalmon

populationsinShiretokoPeninsula,Hokkaido・
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Abstract

PresentconditionofDollyVardenandmasusalmonpopulationsinl2streamsinShiretokoPeninsulawere

examined.Weelectrofished1250-mstudysitesinAugustandOctober,1999andestimatedthepOpulation

densitiesusing3-passrem・valmeth・d.D・llyVardenwasc・llectedinallthestudystreamsbutOshipa・mabu

Stream.Ofthesestreamswherethespecieswasfound,Ochikabake,Kanayama,andOnnebetsuStreams

c。ntainedrelativelyl・werp・pulati・ndensities(<5.5/100m2)c・mparedt・the・thers(>13/100m2)・Inthese

streamswherelowDollyVardenpopulationdensitieswerefound,alargenumberofsedimentdamshavebeen

installedandmanyofthemlackfish-wayswhichmayhavecausedthepopulationsfragmented.Highwater

temperature(23℃)observedatthestudysiteinOchikabakeStreamwasconsideredastheprimaryreasonthat

preventedD・llyVardenfr・minhabitingthesite・Thestreamhasreceivedripariandef・restati・naswellas

installationofdams.MasusalmonwerecapturedinTeppanbetsu,Rusha,andHorobetsuStreams,butnotin

any・therstreams.Exceedinglyhighp・pulati・ndensity・fmasusalm・n(>50/100m2)wasf・undin

TepPanbetsuStreamwhichwasc・nsideredt・haveresultedfr・mpracticingahigh-densityst・cking・The

presentstudyrevealedthatvari・uskinds・fhumanactivitieshavediminishedthep・pulati・ns・fD・llyVarden

inShiretokoPeninsulaandfurtherstudyshouldfocusontheirconservationandmanagement.
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